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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月20日(2017.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．基材と、
　ｂ．前記基材に接着した多層コーティングと、を含み、
　前記多層コーティングが、
　　ｉ．前記多層コーティングの最外層である第１の架橋ポリ（ビニルアルコール）（Ｐ
ＶＡ）層、及び
　　ｉｉ．前記基材の表面と最外層である前記架橋ＰＶＡ層との間に配設された第１のシ
リカ層を含み、前記第１のシリカ層が、連続する３次元多孔質ネットワークを形成するよ
うに配置されている複数の酸焼結相互接続シリカナノ粒子を含む、物品。
【請求項２】
　前記第１の架橋ＰＶＡ層と前記第１のシリカ層との間、前記第１のシリカ層と前記基材
との間、又はこれらの両方に配設された１つ以上の第２のＰＶＡ層を更に含む、請求項１
に記載の物品。
【請求項３】
　前記第１のシリカ層がＰＶＡを更に含む、請求項１又は２に記載の物品。
【請求項４】



(2) JP 2016-525963 A5 2017.2.23

　前記第１の架橋ＰＶＡ層が複数のシリカナノ粒子を更に含む、請求項１～３のいずれか
一項に記載の物品。
【請求項５】
　前記第１の架橋ＰＶＡ層、第２のＰＶＡ層、又はこれらの両方が、シラン変性ＰＶＡを
含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の物品。
【請求項６】
　前記第１のシリカ層と前記第１の架橋ＰＶＡ層との間に配設された１つ以上の第２のシ
リカ層を更に含み、
　前記第２のシリカ層が、連続する３次元多孔質ネットワークを形成するように配置され
ている複数の酸焼結相互接続シリカナノ粒子を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載
の物品。
【請求項７】
　ａ．基材を準備する工程と、
　ｂ．多層コーティングを前記基材の表面に接着させる工程と、を含み、
　前記接着させる工程が、
　　ｉ．前記基材に隣接する第１のシリカ層であって、連続する３次元多孔質ネットワー
クを形成するように配置されている複数の酸焼結相互接続シリカナノ粒子を含む第１のシ
リカ層を形成するステップと、
　　ｉｉ．前記多層コーティングの最外層である第１の架橋ＰＶＡ層を形成するステップ
と、を含む、物品の製造方法。
【請求項８】
　第２のＰＶＡ層を形成する工程を更に含み、前記第２のＰＶＡ層が前記第１のシリカ層
と前記第１の架橋ＰＶＡ層との間に配設されている、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のシリカ層の形成が、３．５未満のｐＫａを有する酸で２～５の範囲のｐＨに
酸性化したシリカナノ粒子を含有する分散体を調製するステップと、前記基材上に前記分
散体をコーティングするステップと、前記コーティングを乾燥して、前記複数の酸焼結シ
リカナノ粒子を形成するステップとを含む、請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のシリカ層がＰＶＡを更に含む、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
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